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～幸せな学校の創造～
江東区立南砂中学校だより

“ルール”と“モラル”

６月の都議選（東京都議会議員選挙）や夏の参院選（参議院議員選挙）から、選挙の候補者が掲示板に
貼り出すポスターに「品位保持」を求める規定を加えた改正公職選挙法が施行されます。

昨年の東京都知事選挙で、選挙とは関係のないポスターが大量に貼られたことが問題となり、新
たなルールが作られました。
学校のルール（校則）は見直しがなされ簡素化されている時代に、大人の社会では新たに禁止事

項が増えるというのは、恥ずべきことに思えます。その背景には、「ルールになければ何をしても
よい」という風潮があるのでしょうか。しかし、私たちが暮らす社会や学校は、ルールだけで成り
立っているわけではありません。行動のよりどころになるのは、大きく分けて次の３つです。

ルール：守るべき決まりごと。違反すれば注意されたり罰せられたりします。
モラル：人として正しいかどうかを判断する心。道徳心。
マナー：相手への気づかいや、周囲と気持ちよく過ごすための配慮や礼儀。

昔から日本には「お天道さまが見ている」という言葉があります。たとえ誰も見ていなくても、
自分の良心や、天の目が見ている―そう思って、自分を律してきたのです。
例えば、掃除の時間に「どうせ見えない場所だから」と手を抜くか、「みんなのために丁寧にや

ろう」と思えるかは、その人自身にとっても大きな違いです。
また、あいさつを交わすときには義務や強制ではではなく、「気持ちよく一日を始めたい」と思

い自発的に行うことで人間関係も違ってくるでしょう。そうした場面にこそ、ルールだけでは語れ
ない人としての在り方があらわれます。
「ルールにないことは何をやってもいい」という社会であれば、一つひとつの行動に対して、次

々と新しい法律や規則をつくらなければ安心できません。しかしそれでは窮屈で、信頼のない世の
中になってしまうかもしれません。大切なのは、「これは自分がしてよい行動だろうか？」と、自
分自身に問いかける力です。モラルやマナーに支えられた行動は、誰かを思いやる心と、自分への
信頼を育ててくれます。それは、ルールにより規制された社会では決してたどりつけない、温かな
社会への一歩です。そしてそれは学校生活も同じです。

柔道を最後までやり抜いた３年生

今年度柔道部が廃部となり、３年生の M さんは練習の場を失いました。それでも「柔道を続け
たい」という強い思いから、砂町中学校の柔道部の練習に加えていただき、練習を再開しました。
短い間ながら稽古を重ね、６月１５日（日）、帝京科学大学で行われた最後の大会に出場。結果は
初戦敗退でしたが、その姿からは柔道への思いと、努力を積み重ねた誇りが感じられました。
また、代理監督となり大会出場をかなえて下さった第二大島中学校のＭ先生、砂町中学校柔道部

顧問のＯ先生やＴ校長先生等、他校の先生方も試合のサポートをしてくださいました。この挑戦を
支えてくださったすべての皆さまに感謝申し上げます。Mさん、グッジョブ！ (^_^)b
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運動会保護者アンケート

３年生保護者意見（感想・改善点・練習から当日まで）

○すごく感動しました。 （→子ども達からいつも感動をいただいています。これぞ“学校”です）

○中学最後の運動会が天候に恵まれて良かった。 （→曇り空で少し肌寒い、運動会日和でした）

・プログラムがコンパクトにまとまっており特に不満無し
・2週間体操着を毎日使用するので洗濯が大変 （→白無地でワンポイントのTシャツ可です）

○3年目の運動会。楽しく観戦させていただきました。徒競走の紹介の後の生徒のお辞儀
や、応援団の応援、仲間に声援をおくる姿勢など、南中の伝統を脈々と受け継いでいる

〜のだなと。3年を通してわかりました。とても良い伝統だと思います。これからもず っと続い
てほしいです！おつかれさまでした！ （→声援は年々バージョンアップしていて、伝統が進化しています）

・昨年、横断幕が奥側でじっくり観れなかったので、保護者も見れる位置にして欲しいと
リクエストしました。今年は手前側で保護者も間近でしっかり見ることができました。迫力や
筆の跡などが感じられ、横断幕でも赤白対抗しているみたいで感動しました。

○学年関係ない応援が良かったです。 （→小規模校であること、縦割り活動をしていることの成果です）

・競技と競技の間がもう少し短縮されると良い （→係と選手の両立もあり体力との相談です）

・子供が楽しそうに準備の様子を話してくれました。（→生徒の自主的参加で行事を創造します）
○白組総合優勝おめでとう！！！とても感動しました。
車椅子リレーなどの、他の学校では見られない競技や、徒競走の名前が呼ばれた際に
組関係なしに盛り上がる和気藹々とした空気感。南中らしさのある運動会でとても良かっ
たと思います。性別、国籍、障害の有無、誰1人取り残さない。全員が一丸となって各々
の仕事や、全力で応援を行う姿に心を打たれました。 （→お褒めの言葉に勇気づけられます）

・総合得点の点数掲示板がもう少し見やすいと良いと思います。（→試行錯誤、来年にご期待）

ニュースリテラシーに関する出前授業

全学級に新聞を置くようにして２ヶ月たちました。各学級では、日直が
記事を紹介する等、活用を工夫しています。6 月 9 日（月）の１時間目、
讀賣新聞社教育ネットワーク事務局アドバイザー T 先生に出前授業をして
いただきました。
新聞は、情報が真実かどうかを調査し新聞社が責任をもって発信するも

のであり、これは「ニュース」。対して、個人でも発信でき責任の所在が
ないもの、これは「情報」。ニュースと情報の違いを理解し、情報に振り回されないこと、そして、
ニュースに対して「なぜ？」と疑問をもったり、周りの人と意見を伝え合ったりすることが大事だ
ということを学びました。その他、新聞を短時間で読む秘訣（順番）や、「言葉」「画像」「数」に
注意しながら読み取り、表現者に惑わされないこと等、おもしろい話を聞くことができました。

７月前半の予定

２日（水） 区中研領域部会（午後２時５０分下校） １１日（金） １，２年浴衣着付け体験
３日（水） １年薬物乱用防止教室 １４日（月） 学校公開（～１６日）
４日（金） 委員会 １５日（火） 命の授業
７日（月） ２年移動教室（～９日） １６日（水） ２年脊柱側湾症検診 放学
９日（水） 教科交流授業研究の日（午前授業）１８日（金） 安全指導、全校集会、職員会議

１０日（木） 避難訓練、三者面談（～１７日） ２２日（火） 夏季休業、補充教室（～２５日）

江東区中学校 バドミントン春休み研修大会（女子ダブルス）
○３位 ３年Ａ組 Y さん

３年Ｂ組 C さん


